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　2023 年 12 月 17 日（日）2,500 名がエントリー ,
井頭公園をスタート・ゴールに 1 市４町のコース
を走破するこの大会は 2014 年に第 1 回大会が始
まり 2019 年～ 2022 年がコロナ禍の為中止、4 年
ぶりの開催に全国各地からの集まり、赤羽有紀子さ
んをゲストランナーに迎え一斉スタート、コースは
比較的平坦なコースであるが茂木北高岡地区のアッ
プダウンは脚に応える。大会当日は快晴、西風強く
中間地点の道の駅もてぎを過ぎると向かい風の洗礼

を受け市貝町に向かう沿線には下りの SL がいつも
より多めに汽笛を鳴らして、足を止めて撮影するラ
ンナーもいる。芳賀町の下延生、北長島地区を走り
西高橋、打越から終盤のアップダウンを越え井頭公
園にゴールする 42.195㌔制限時間は初心者にもや
さしい 6 時間。コース上には 11 か所のエイドがあ
り各地域名産品のおもてなしが有難い。趣向をこら
した沿道の応援も温かくランナーを励まし笑顔で走
り抜ける地域密着人気の高い大会です。

撮影場所：10㌔地点益子町北中地区
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新
年
の
ご
挨
拶

　真岡税務署長
小平　吉秋

新
年
の
ご
挨
拶

会長　　諸伏 勇治

　

つ
つ
し
ん
で
年
頭
の
ご
祝
辞
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
会
活
動
に
対
す
る
深
い
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生

か
ら
五
年
が
た
ち
昨
年
五
月
に
は
、
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ
五
類
に

移
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
未
だ
に
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
急
激
な
円
安
に

よ
る
輸
入
コ
ス
ト
の
上
昇
は
、
様
々
な
商

品
が
値
上
げ
さ
れ
る
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
海
外
に
目
を
向
け
ま
す
と
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
中
東
イ
ス
ラ

エ
ル
で
一
〇
月
に
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ガ
ザ
地

区
か
ら
の
大
規
模
な
攻
撃
が
あ
り
、
イ
ス

ラ
エ
ル
軍
も
報
復
と
し
て
ガ
ザ
地
区
へ
の

軍
事
作
戦
を
開
始
し
双
方
に
人
的
・
物
的

被
害
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

私
ど
も
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
多
方

面
に
わ
た
り
先
行
き
不
透
明
な
大
変
厳
し

い
経
済
環
境
で
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
野

球
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
は
３
大
会
ぶ
り
３
回
目
の

優
勝
や
大
谷
翔
平
選
手
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
王

獲
得
・
将
棋
の
藤
井
聡
太
七
冠
が
八
大
タ

イ
ト
ル
独
占
を
達
成
す
る
な
ど
明
る
い
話

題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
ど
も
法
人
会
は
、
企
業
の
発
展
を
支

援
し
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
経
営

者
の
団
体
で
す
。
税
知
識
の
普
及
や
納
税

意
識
の
高
揚
、
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

活
動
を
は
じ
め
、
租
税
教
育
活
動
や
地
域

へ
の
社
会
貢
献
活
動
を
中
心
に
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
会
員
相
互
の
親
睦
・
異

業
種
交
流
な
ど
を
図
り
な
が
ら
、
魅
力
あ

る
法
人
会
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
財
政
基
盤
の
強

化
に
繋
が
る
会
員
増
強
と
福
利
厚
生
制
度

の
充
実
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
の
干
支
は
辰
で
す
。
辰
年

は
陽
の
気
が
動
い
て
万
物
が
振
動
す
る
の

で
、
活
力
旺
盛
に
な
っ
て
大
き
く
成
長
し
、

形
が
と
と
の
う
年
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
法
人
会
の
活
動
に
対
し
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
会
員

皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
事
業
の

発
展
を
ご
祈
念
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、「
納
税
表
彰
式
」
の
挙
行
、

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
の
実
務
者
講
演

会
の
開
催
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
広
報
な

ど
、
諸
伏
会
長
は
じ
め
役
員
並
び
に
会
員

の
皆
様
方
に
は
、
税
務
行
政
全
般
に
わ
た

り
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
尽
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
十
月
か
ら
「
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
」（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
特
設
サ
イ

ト
」
が
開
設
さ
れ
、
税
務
署
で
も
説
明
会

や
登
録
要
否
相
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

幅
広
く
周
知
・
広
報
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
も
事
業
者
の
皆
様
に
寄
り

添
っ
た
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
経
済
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

踏
ま
え
、
令
和
四
年
に
改
正
さ
れ
た
「
電

子
帳
簿
保
存
法
」
に
つ
い
て
は
、
二
年
間

の
宥
恕
期
間
が
終
了
し
、
本
年
一
月
か
ら

電
子
保
存
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
電
子

取
引
に
お
け
る
電
子
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

保
存
要
件
に
従
っ
た
保
存
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
適
切
な

ご
対
応
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

間
も
な
く
令
和
五
年
分
所
得
税
等

の
確
定
申
告
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
と
、

ご
自
宅
で
確
定
申
告
書
を
作
成
し
て
送
信

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
昨
年
も
多
く

の
方
が
確
定
申
告
書
会
場
に
来
場
せ
ず
、

申
告
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

と
ス
マ
ホ
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取

対
応
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
と
て
も
便
利

に
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
本
年
が
一
般

社
団
法
人
真
岡
法
人
会
に
と
り
ま
し
て
更

な
る
発
展
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、

会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁

栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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左から、石坂市長、諸伏会長、
秋山真岡支部長、堀口税制委員長

左から篠原益子支部長、広田町長
和久税務課長

左から
渡辺議長、古口町長、髙松茂木支部長、渡辺茂木副支部長

左から
大関町長、杉田芳賀支部長、竹石税制委員

左から
入野町長、田村市貝支部長、河野税制委員

　

令
和
六
年
度
税
制
改
正
提
言
書

一
市
四
町
首
長
等
へ
提
出　

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

二
宮
支
部
長

新
井 　
　

明

益
子
支
部
長

篠
原 　

泰
三

茂
木
支
部
長

髙
松 

壽
太
郎

市
貝
支
部
長

田
村 　

浩
次

芳
賀
支
部
長

杉
田 

貞
一
郎

真
岡
支
部
長

秋
山 　

康
雄

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
は
、
税
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
公
平
で
健

全
な
税
制
の
実
現
を
目
指
し
、
会
員
企
業

の
意
見
や
要
望
を
反
映
し
な
が
ら
税
の
あ

る
べ
き
姿
や
将
来
像
を
見
据
え
て
建
設
的

な
提
言
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
提
出
し
た
令
和
六
年
度
税
制
改
正

に
関
す
る
提
言
書
は
、
全
国
の
法
人
会
税

制
委
員
、
役
員
を
中
心
に
税
制
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
全
国
法
人
会
総
連
合
（
全

法
連
）
が
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

真
岡
法
人
会
で
は
、
十
一
月
か
ら
十
二

月
上
旬
に
郡
内
一
市
四
町
の
各
首
長
、
議

長
を
表
敬
訪
問
す
る
と
と
も
に
、
提
言
書

に
よ
り
地
方
行
政
運
営
の
改
革
等
に
つ
い

て
各
支
部
長
、
税
制
委
員
が
提
言
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

＊
提
言
書
に
つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

「
税
を
考
え
る
週
間
」
実
務
者
講
演
会

　

真
岡
法
人
会
、
税
理
士
会
真
岡
支
部
、

真
岡
間
税
会
共
催
に
よ
る
「
実
務
者
講
演

会
」
は
、
去
る
１
１
月
１
７
日
（
金
）
午

後
３
時
か
ら
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
に
て
、

会
員
・
関
係
者
・
一
般
の
方
合
わ
せ
約
９

０
名
が
出
席
し
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部　

真
岡
税
務
署　

署
長
小
平
吉
秋

氏　
「
税
務
調
査
に
つ
い
て
（
な
ぜ
、
過

ち
は
見
つ
か
る
の
か
）」

第
一
部
は
、
７
月
に
着
任
さ
れ
た
小
平
真

岡
税
務
署
長
よ
り
、
真
岡
に
赴
任
前
の
職

場
の
経
験
を
踏
ま
え
て
の
講
話
と
適
正
・

公
正
な
税
務
行
政
の
推
進
に
向
け
て
の
取

組
等
に
つ
い
て
お
話
頂
き
ま
し
た
。

　

第
二
部　

芳
賀
通
運
株
式
会
社
代
表
取

締
役
社
長　

塚
本
貴
士
氏　
「
物
流
の
２

０
２
４
問
題
現
状
と
課
題
」

第
二
部
は
、
芳
賀
通
運
株
式
会
社
外
三
社

の
代
表
取
締
役
を
務
め
る
塚
本
貴
士
社
長

よ
り
「
物
流
の
２
０
２
４
問
題
現
状
と
課

題
」
と
題
し
て
現
在
注
目
を
集
め
る
「
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
」
と
は
何
か
、
物

流
業
界
の
現
状
と
今
後
考
え
る
べ
き
課
題

に
つ
い
て
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

天
堤
眞
理
子

　

関
東
信
越
法
人
会
連
絡
協
議
会　

女
性

部
会
連
絡
協
議
会
の
第
四
回
合
同
セ
ミ

ナ
ー
が
栃
木
県
担
当
で
令
和
五
年
十
一
月

七
日
に
宇
都
宮
東
武
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ
に

お
い
て
行
わ
れ
た
。
真
岡
よ
り
事
務
局
一

名
と
役
員
六
名
が
参
加
し
た
。
参
加
総
数

約
二
百
名

　

前
日
か
ら
の
荒
れ
た
空
模
様
で
風
雨
強

か
っ
た
が
、
車
一
台
で
乗
り
合
わ
せ
て
会

場
入
り
を
す
る
。
お
揃
い
の
赤
い
半
て
ん

を
着
て
会
場
前
で
県
外
か
ら
の
お
客
様
を

お
出
迎
え

　

第
一
部
は
十
二
時
よ
り
「
ラ
ン
チD

E 

懇
親
会
」
お
弁
当
で
は
な
く
前
菜
か
ら

ス
ー
プ
・
魚
・
肉
料
理
と
温
か
い
コ
ー
ス

料
理
に
舌
鼓
、
ホ
テ
ル
な
ら
で
は
の
設
定

に
感
激
！

　

第
二
部
で
は
最
初
に
来
賓
紹
介
が
あ
り

県
内
各
地
域
の
税
務
署
署
長
八
名
の
内
四

名
が
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
り
、

時
代
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
株
式
会
社
パ
ン
・
ア
キ
モ

ト
の
秋
元
義
彦
氏
に
よ
り
「
小
さ
な
パ
ン

屋
が
世
界
を
変
え
る
！
世
界
に
は
ば
た
く

パ
ン
の
缶
詰
」
～
日
本
の
食
品
ロ
ス
を
ゼ

ロ
に
、
世
界
の
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
～
の
演
題

で
話
さ
れ
た
。

　

第
三
部
の
「
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
イD

E 

音
楽
会
」
で
は
ケ
ー
キ
と
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
な
が
ら
宇
都
宮
市
出
身
の
エ
レ
ク
ト
ー

ン
奏
者
の
倉
沢
大
樹
氏
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
の
渡
邊
響
子
氏
の
ジ
ャ
ズ
や
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
生
演
奏
に
し
ば
し
の
間
感
動
し
、

ま
た
手
拍
子
で
会
場
一
体
と
な
っ
て
盛
り

上
が
っ
た
。

　

終
演
後
、
赤
い
半
て
ん
を
羽
織
っ
て
皆

揃
っ
て
お
見
送
り
を
し
て
散
会
し
た
。
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令
和
５
年
度

租
税
教
室
開
催

　

法
人
会
青
年
部
会
・
女
性
部
会
が
担
当

し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
税
に
関
す
る
啓

蒙
活
動
の
一
つ
で
あ
る
、
小
学
校
６
年
生

を
対
象
に
し
た
「
租
税
教
室
」
を
、
本
年

度
担
当
の
８
校
の
う
ち
７
校
は
開
催
が
完

了
し
て
お
り
ま
す
。
11
月
７
日
（
火
）
に

残
り
１
校
で
あ
る
亀
山
小
学
校
が
開
催
さ

れ
、
法
人
会
担
当
校
で
の
開
催
が
す
べ
て

完
了
し
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
て
頂
い
た
皆
様
、
大
変
ご

苦
労
様
で
し
た
。

11 月 7 日（火）亀山小学校（女性部会）
（講師）松本恵子、諸伏比砂子、永田明子（真岡）

第
１
２
回
税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

　

真
岡
法
人
会
女
性
部
会
主
催
、
国
税
庁

後
援
に
よ
る
第
１
２
回
「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
会
が
１
０

月
２
７
日
（
金
）
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風

に
て
行
わ
れ
、
応
募
数
１
０
６
点
の
中
か

ら
優
秀
作
品
４
３
点
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
作
品
は
、
女
性
部
会
・
青
年

部
会
が
「
租
税
教
室
」
の
講
師
の
担
当
と

な
っ
た
小
学
校
の
う
ち
、
真
岡
小
・
亀
山

小
・
大
内
中
央
小
・
大
内
東
小
・
西
田
井

小
・
山
前
小
・
芳
賀
東
小
学
校
の
７
校
の

６
年
生
よ
り
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

展
示
に
つ
き
ま
し
て
は
例
年
通
り
２
月

ご
ろ
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

【
真
岡
法
人
会
長
賞
】

 

木
村
珠
衣
奈
（
真
岡
小
）

【
女
性
部
会
長
賞
】

 

小
池
愛
理
（
大
内
中
央
小
）

【
真
岡
税
務
署
長
賞
】

 

添
谷
琉
壱
（
真
岡
小
）

【
金
賞
】 

北
折
匠
（
芳
賀
東
小
）

 

社
本
紗
衣
良
（
芳
賀
東
小
）

 

矢
口
え
く
る
（
芳
賀
東
小
）

【
銀
賞
】 

伊
藤
愛
玲
菜
（
西
田
井
小
）

 

小
松
咲
穂
（
芳
賀
東
小
）

 

茂
木
莉
音
（
芳
賀
東
小
）

 

河
又
迅
（
芳
賀
東
小
）

【
銅
賞
】 

西
田
鉄
平
（
大
内
中
央
小
）

 

手
塚
千
結
（
大
内
東
小
）

 

伊
藤
梨
果
（
西
田
井
小
）

 

桜
井
希
果
（
西
田
井
小
）

 

瀬
谷
結
（
芳
賀
東
小
）

 

大
根
田
理
人
（
芳
賀
東
小
）
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令
和
五
年
度
納
税
表
彰

受
賞
者
の
ご
紹
介 納

　
税
　
表
　
彰

　

長
年
に
わ
た
り
納
税
並
び
に
法
人
会
活

動
等
に
多
大
な
る
功
績
の
あ
っ
た
方
の
表

彰
が
十
一
月
十
四
日
、
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ

い
ち
ご
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
真
岡
法
人
会
か
ら
渡
辺
成
行
氏
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

　
◎
真
岡
税
務
署
長
表
彰

　
　
　

渡
辺
成
行
（
理
事
）

　

税
に
関
す
る
作
文

優
秀
者
ら
を
表
彰　

　

真
岡
税
務
署
は
こ
の
ほ
ど
、
本
年
度
の

「
納
税
表
彰
式
」
を
い
ち
ご
市
民
ホ
―
ル

で
行
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
「
税
に
関
す
る
作
文
」
で
は
、

真
岡
市
立　

山
前
中
学
校　

三
年
の
石
塚

寛
弥
さ
ん
の
作
品
「
税
が
く
れ
た
恩
恵
」

が
関
東
信
越
国
税
局
長
賞
を
受
賞
さ
れ
朗

読
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
品
を
掲
載
致
し

ま
す
。

題
名
「
税
」
が
く
れ
た
恩
恵

真
岡
市
立
山
前
中
学
校
三
年　

石
塚
寛
弥

　
「
え
っ
…
何
？
救
急
車
？
救
急
車
ー
・
」

私
の
姿
に
驚
い
た
母
が
叫
ん
だ
。
私
は
後

頭
部
に
傷
を
負
い
、
出
血
し
、
流
れ
た
血

が
首
の
ほ
う
ま
で
垂
れ
て
、
服
に
ま
で
染

み
込
ん
で
い
た
か
ら
だ
。
当
時
小
学
一
年

生
の
私
は
、
痛
さ
と
、
驚
き
と
、
怖
さ
で
、

頭
を
抱
え
な
が
ら
泣
い
て
い
た
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
抑
え
た
手
も
血
で
真
っ
赤
。
家

の
庭
に
あ
っ
た
遊
具
で
遊
ん
で
い
た
と
き

に
手
を
滑
ら
せ
、
近
く
に
あ
っ
た
石
に
、

頭
を
ぶ
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
両
親
が

家
に
い
た
た
め
、
止
血
を
し
な
が
ら
、
救

急
外
来
に
電
話
を
し
、
父
に
抱
か
れ
な
が

ら
病
院
に
駆
け
付
け
た
。
病
院
に
到
着
し

た
私
は
、
泣
き
疲
れ
て
、
う
と
う
と
し
て

し
ま
っ
た
。

　

そ
の
日
が
お
盆
休
み
だ
っ
た
せ
い
も
あ

り
、
救
急
の
患
者
た
ち
で
さ
え
順
番
待
ち

を
し
て
い
た
そ
う
だ
。
救
急
車
も
到
着
し
、

救
急
隊
員
や
看
護
師
が
慌
た
だ
し
く
動
き

回
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
私
の
順
番
に
な

り
、
処
置
を
し
て
も
ら
っ
た
。
念
の
た
め
、

頭
の
検
査
を
し
、
異
常
が
な
い
こ
と
を
聞

き
、
家
に
帰
っ
た
。
出
血
の
割
に
は
、
大

し
た
こ
と
が
な
く
て
ホ
ッ
と
し
た
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
お
か
げ
で
、

医
療
費
の
ほ
と
ん
ど
を
自
己
負
担
せ
ず
に

済
ん
だ
そ
う
だ
。
あ
の
頃
は
小
学
一
年
生

で
幼
く
、
ま
だ
「
税
」
と
い
う
も
の
の
存

在
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

何
年
か
後
の
租
税
教
室
で
、
税
は
大
人
た

ち
が
一
生
懸
命
働
い
て
納
め
て
い
る
の
だ

と
知
っ
た
。
ま
た
、
い
ざ
と
い
う
時
に
役

に
立
っ
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も

知
っ
た
。
私
は
あ
の
時
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
、
ま
だ
名
前
も
知
ら
な
か
っ
た

「
税
」
に
助
け
ら
れ
て
い
た
、
支
え
ら
れ

て
い
た
の
だ
と
分
か
り
、
心
が
動
い
た
。

　

日
々
、
納
め
ら
れ
て
い
た
税
金
が
、
私

や
、
あ
の
時
救
急
車
で
運
ば
れ
て
き
た
人

を
、
命
の
危
機
か
ら
救
っ
て
く
れ
た
の

だ
っ
た
。
今
、
無
事
に
生
活
で
き
て
い
る

私
は
、
そ
の
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

　

小
学
一
年
生
の
あ
の
頃
か
ら
ず
っ
と
使

い
続
け
て
い
る
教
科
書
に
は
「
こ
の
教
科

書
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担
う
み
な
さ

ん
へ
の
期
待
を
込
め
、
税
金
に
よ
っ
て
無

償
で
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
切
に
使
い

ま
し
ょ
う
。」と
あ
る
。
あ
と
半
年
ち
ょ
っ

と
で
、
私
の
義
務
教
育
が
終
了
す
る
。
今

ま
で
使
っ
て
い
た
教
科
書
を
は
じ
め
、
電

子
黒
板
も
、
一
人
一
台
の
タ
プ
レ
ッ
ト

も
、
部
活
動
で
使
用
し
た
楽
器
も
、
学
校

自
体
も
、
そ
の
全
て
に
大
変
お
世
話
に
な

り
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
か
ら
、
多
く
の
こ
と
を
教
え

て
も
ら
い
、
恩
恵
を
受
け
た
。

　

ま
だ
私
に
は
、
消
費
税
く
ら
い
し
か
納

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
ら
も
何

か
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
考
え
る
と
誇
り

に
思
う
。
一
人
ひ
と
り
が
当
た
り
前
に
税

金
を
納
め
て
、
そ
れ
が
正
し
く
使
わ
れ
る

社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
将
来
、

一
生
懸
命
働
く
大
人
に
な
っ
て
、
し
っ
か

り
と
納
め
た
い
。
ま
た
、
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
励
み
た
い
。
今
ま
で
受
け
た

恩
恵
に
感
謝
し
、
未
来
に
繋
げ
て
い
く
。

誰
か
が
困
っ
た
時
に
、
手
を
差
し
伸
べ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
社
会
を
継
続
し
て
い
く

た
め
に
。
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第
６
回
税
金
ク
イ
ズ

真
岡
支
部

「
令
和
５
年
度
税
務
研
修
会
」
を
開
催

真
岡
支
部

宿
泊
研
修
会

事
業
委
員
会

　

今
年
の
宿
泊
研
修
旅
行
は
、
11
月
15
日

～
16
日
の
１
泊
２
日
で
山
梨
方
面
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
大
石
公
園
ハ
ナ
テ
ラ
ス
や

河
口
湖
音
楽
と
森
の
美
術
館
に
て
河
口
湖

や
庭
園
の
景
観
を
堪
能
し
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
旅

の
駅kaw

aguchiko bace

で
は2,000

品
目
を
超
え
た
商
品
が
並
ぶ
マ
ル
シ
ェ
等

を
楽
し
み
ま
し
た
。

宿
泊
は
、
雄
大
な
富
士
山
の
景
色
を
一
望

で
き
、
広
い
日
本
庭
園
の
あ
る
「
ホ
テ
ル

鐘
山
苑
」
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
の

中
、
旬
の
料
理
を
楽
し
み
、
心
と
身
体
を

癒
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、1900

年
以
上
の
歴
史
が

あ
り
、
世
界
文
化
遺
産
「
富
士
山
」
の
構

成
資
産
の
ひ
と
つ
で
あ
る
北
口
本
宮
冨
士

浅
間
神
社
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
山

中
湖
で
水
陸
両
用
バ
ス
のKABA BU

S

に
乗
車
し
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
車
内
か
ら
見
事
な
富
士
山
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

旅
行
中
は
会
員
同
士
の
親
睦
が
充
分
に

図
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
、
終
始
和
や
か
な
う
ち
に
研
修
会

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

真
岡
支
部
で
は
、
11
月
23
日
（
祝
日
）

に
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
第
38
回
真
岡

市
産
業
祭
会
場
に
出
展
し
、
真
岡
支
部
女

性
部
の
正
副
部
長
及
び
広
報
委
員
が
中
心

と
な
っ
て
、
主
に
小
学
生
を
対
象
と
し
た

「
税
金
ク
イ
ズ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
６
回
目

に
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
朝
か
ら
天
候
に
恵
ま
れ
、
開
始

か
ら
約
２
時
間
後
に
は
用
意
し
た
３
３
０

個
の
参
加
賞
が
な
く
な
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ

り
で
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
法
人
会
テ
ン

ト
に
立
ち
寄
り
「
税
金
ク
イ
ズ
」
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
法
人
会
活
動
を
広
く
一
般
市
民
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

真
岡
支
部
で
は
、
11
月
27
日(

月)

に

今
年
の
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
」
の
対
策
等
に
つ
い
て
の
税
務
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
篠
﨑
幸
男
税
理
士
よ
り
、
イ
ン

ボ
イ
ス
の
概
要
、
免
税
事
業
者
が
イ
ン
ボ

イ
ス
発
行
事
業
者
に
な
る
場
合
の
負
担
軽

減
措
置
と
し
て
の
「
２
割
特
例
」
や
、
仕

入
税
額
控
除
の
経
過
措
置
等
に
つ
い
て
、

ま
た
、
来
年
１
月
か
ら
義
務
化
さ
れ
る
電

子
帳
簿
保
存
法
に
つ
い
て
等
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
会
員
31
名
が
参
加
し
「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
」
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
こ

と
も
あ
り
、
改
め
て
関
心
の
高
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
今
後
も
税
制
改
正
等
に
伴
い
、

臨
機
応
変
に
研
修
会
を
開
催
し
て
い
く
予

定
で
す
。
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第
五
回
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
報
告

多
く
の
強
豪
が
い
る
中
？

橋
本
賢
一
さ
ん
が
見
事
優
勝
！

　

法
人
会
の
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
去
る
十
二

月
五
日
（
火
）
師
走
の
寒
空
の
下
（
曇
り

空
）
益
子
町
の
「
益
子
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
」
に
、
各
支
部
か
ら
四
十
六
名
の
参
加

を
頂
き
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果

は
、
市
貝
支
部
の
橋
本
賢
一
さ
ん
が
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
懇
親
会
は
行
わ
ず
同
ク
ラ

ブ
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
て
成
績
発
表
を
行
い

解
散
と
な
り
ま
し
た
が
、
幹
事
支
部
で
あ

る
益
子
支
部
の
協
力
に
よ
り
楽
し
い
１
日

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。（
感
謝
）

来
年
は
、
真
岡
支
部
が
幹
事
で
開
催
予
定

で
す
。

【
優
勝
】

　

橋
本
賢
一
（
市
貝
）
Ｎ
７
０
・
４

【
準
優
勝
】

　

長
尾
喜
浩
（
益
子
）
Ｎ
７
１
．
８

【
３
位
】

　

長
郷
義
昭
（
市
貝
）
Ｎ
７
２
．
４

【
ベ
ス
グ
ロ
・
さ
く
ら
→
や
し
お
】

　

橋
本
賢
一
（
市
貝
）
Ｇ
８
６

【
ベ
ス
グ
ロ
・
や
し
お
→
さ
ぎ
そ
う
】

　

関
口
勝
義
（
益
子
）
Ｇ
７
７　

決
算
期
別
説
明
会

　

当
会
と
真
岡
税
務
署
共
催
の
決
算
期
別

説
明
会
並
び
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

を
左
記
の
通
り
行
い
ま
す
。
ご
出
席
い
た

だ
く
場
合
は
、
ご
都
合
の
よ
い
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
今
回
は
１
・
２
・
３
月

決
算
の
法
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

令
和
６
年

会　

場

令
和
６
年

２
月
１
９
日
（
月
）

１
４
時
～
１
５
時
３
０
分

真
岡
商
工
会
議
所

真
岡
市
荒
町

１
２
０
３

令
和
６
年

２
月
２
０
日
（
火
）

１
４
時
～
１
５
時
３
０
分

真
岡
商
工
会
議
所

真
岡
市
荒
町

１
２
０
３

令
和
６
年

２
月
２
１
日
（
水
）

１
４
時
～
１
５
時
３
０
分

芳
賀
町
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入会者をご紹介ください 

ただいま、会員増強運動実施中です！ 

 法人会組織の拡充を図るため、会員増強運動を実施中です。現在、執行

部を中心に新設法人、未入会法人に対して加入勧奨を行っていますが、会

員皆様におかれましてもお知り合いの企業がございましたら是非ご紹介下

さるようお願い致します。紹介者には些少ですが謝礼を差し上げます。お

問い合わせは、社団本部（☎0285-83-3477）または各支部事務局までご一

報いただければ大変幸甚です。 
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「ガンが教えてくれたこと

～自分に向き合って見つけた夢～」

(講師) 木山裕策氏
（歌手 /ガンサバイバー）              

【日時】令和６年２月１5 日（木）午後 4 時
【会場】フォーシーズン静風

【定員】200 名 一般の方も入場できます

【主催】（一社）真岡法人会 （FAX 0285-83-3488）
【参加申込】講演会並びに懇親会の参加申込につきましては、法人会本部または

所属支部まで FAX にてお申込み下さい。
○真岡支部 FAX82-7967 ○二宮支部 FAX74-2737 ○益子支部 FAX72-5881
○茂木支部 FAX63-4658○市貝支部 FAX68-0485○芳賀支部 FAX028-677-2909

令和６年1 月１９日（金）令和６年1 月１９日（金）
15：30～17：00 ※受付 15 時から

日時

場所 駅前どんとこい広場 展示棟（定員５０名）

講師

場所 駅前どんとこい広場 展示棟（定員５０名）

講師

  

タレント 池辺 愛 氏

◆主な出演

日本テレビ：「エンタの神様」  ＴＢＳ:「王様のブランチ」 「ザ・イロモネア」 「サスケマニア」

フジテレビ:「爆笑レッドカーペット」 ドラマ「黄昏流星群」 テレビ東京：バラエティー「じっくり聞いタロウ」 他多数

共催 ： にのみや商工会／真岡法人会 二宮支部

【申込先：にのみや商工会 ＴＥＬ：0285-74-0324】 ※定員になり次第しめきります。



第228号（10）令和6年1月1日

宇都宮支社/
栃木県宇都宮市大通り4-1-18（宇都宮大同生命ビル4F）
TEL 028-622-2641

宇都宮支店/
栃木県宇都宮市松が峰1-3-15（富士火災宇都宮ビル2F）
TEL 028-346-4100


